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【１年生 ７歳の交通安全 ６月～７月】 

1年生の子どもたちに、校長が交通安全の授業を行いました。小学校へ入学すると、保育園や幼稚園

の頃に比べて、自分自身の足で道路を歩いたり、友達と一緒に登下校したりする機会がぐっと増えます。

だからこそ、「一人ひとりがしっかりと周りに気をつけて、命を自分で守れるようになってほしい」とい

う願いを込めて、この授業を企画いたしました。 

今回の授業では、こくみん共済 coop と金沢大学が共同で開発した「7 歳の交通安全プロジェクト」

の交通安全マップを教材として活用しました。子どもたちはマップを見ながら、「止まれの標識がある

場所では、どうして必ず止まらなければいけないのかな？」、「止まっている車のすぐ間から、急に道路

を渡ったらどうなるかな？」といったル

ールについて、クイズを交えながら楽し

く真剣に学びました。 

「自分の安全は、自分でしっかりと確

保する」 そんな自立した小学生を目指

して、今回学んだことを毎日の登下校や

お出かけの際にもいかしていってほしい

と思います。ご家庭におかれましても、通

学路や危険な場所について、ぜひお子様

と一緒に歩きながら話していただき、子

どもたちの交通安全の意識を高めてあげ

てください。  

 

【６年生 手洗い教室 ７月２日】 

6年生の児童を対象に、健康的で清潔な生活への

意識を高める「手洗い教室」を開催いたしました。 

この教室は、正しい手洗いがもつ効果や大切さを学

び、毎日の生活の中で自ら進んで実践できるように

なることを目的に実施したものです。当日は、食品

衛生協会の方が講師としてお越しくださり、目に見

えないバイキンがどのように広がるのか、そしてな

ぜ丁寧な手洗いが感染症予防に効果的なのかにつ

いて、分かりやすい講義と実習を通じて教えてくだ

さいました。子どもたちは、普段の自分の手洗いで

どこに洗い残しができやすいかを確認し、正しい手

の洗い方を身につけていました。 

 



手洗いのコツをマスターした後は、いよいよお楽しみの「いなり寿司作り」に挑戦です。自分たちの

手できれいに洗ったピカピカの手を使い、豊川市の伝統的な味でもあるいなり寿司を、どの子も楽しそ

うに作っていました。 

今回の体験を通して、子どもたちは衛生への意識をさらに一歩深めることができたようです。学校生

活ではもちろんのこと、ご家庭におかれましても、大切な体を守る毎日の習慣として、今回学んだ正し

い手洗いをぜひ継続していってほしいと願っています。この教室は９月にも実施します。 

 

【ペア交流 にこにこデー ７月６日】  

 今回のペア交流は「にこにこデー」でした。この時間は、ペアの子と一緒に思い思いの自由遊びをす

る時間になっています。当日はあいにくの雨模様となってしまいました。運動場が使えないため、今回

はそれぞれの教室など室内での交流となりましたが、どの教室をのぞいても、学年の枠を超えて仲良く

関わっている姿であふれていました。ある教室では、お兄さんお姉さんになった上級生が、低学年の子

に優しく寄り添いながら「こうやって動かすんだよ」とタブレット端末の使い方を丁寧に教えてあげて

いました。また別の場所では、一冊の絵本を仲良く広げて、静かに読書をするペアの姿も見られました。 

「廊下は走らない」「教室では大暴れしない」といった、雨の日の室内での約束事を一人ひとりがしっ

かりと意識し、ルールを守りながら過ごすことができたのは、さすがです。外のどんよりとした雨雲を

吹き飛ばしてしまうほどの楽しさに満ちた素敵な「にこにこデー」となりました。2学期は、晴れの運

動場を思いっきり使って遊べるといいですね。 


